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Abstract: A thickerner can be prepared in any desired viscosity to provide a foödstuff fot training aid andJor exam"

ining aid for swallowing impairm 巴nt，and various products hav巴 been introducèd on thè market. In this study ，we

designed a test food to be usèd as an examining aid with videofluorography ，by mixing Mouss 巴-Up'R!and Baritop<ËJas

th巴 thickener and the contrast medium ，respectively. The test food was prepared with various mixture ratios of

Mousse-Up@ ，water ，and Baritop'R!. It was then evaluated in such the specificity as texture and contrast as well as its
mobility during swallowing.

R巴sults are as follows:

1. The thickerner and contrast medium could be homogenized.

2. Test foods could be prepared in any desir 巴d viscosity: liquid ，soft，or hard ，by changing the ratio between water
and the thickemer.

Similar texture of test food to that of yogurt or rice gruel known as a training aid to the swallowing impaired

could be prepared. The viscosity did not change when the test food was placed in a refrigerator for hours ，thus

the test food could be stocked in advance for the case.

3. The contrast efficiency on the videofluorograph was enough to trace the food clearly whil 巴 the su句ect swal-

lowed it，and contrast medium added to the test food did not affect the characteristic in viscosity.

4. To evaluate the mobility of test food during swallowing ，electrical activities in the suprahyoid muscles were
obtained from normal subjects.

When viscosity increased andJor volume of the food increased ，the duration between th巴 time when food bolus was
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formed and the time when the bolus was pushed back to the tongue base increased. Furthermore the bolus b巴cam 巴

difficult to be swal10wed at a stroke. These results suggested that the form and the volume of food should be decid-
ed under the consideration of the swallowing function of patients.

The results suggest that the mixture made of Mousse-Up'R>and Baritop'R>cleared the requirements as a test food for
swallowing functions.

抄録摂食・燃下障害向けの食品として，増粘剤が数多く開発され，礁下訓練や検査に応用されている

本研究では，増粘剤の一つであるムースアッフ吻に造影剤として汎用されているパリトッフ列島および水を混

和して，明言下機能検査食を試作し，物性，造影性について調べた.さらに，検査食の物性を変化させるこ

と 1."，とマの様に膜下動態が変わるかについて筋電図学的に検討した.その結果，以下のことが明らかとな

っに.

1. ムースアップ@と造影剤であるパリトップ Eは均一に混和できた.

2. 食品の物性の一つの要素である粘性の測定を行った.試料のムースアップ含有量を変化させることに

より，液状，トロミ状，固形状といった性状の異なる試料を作成できた.嘆下訓練食として利用され

ているヨーグルト(ブルガリアヨーグルト@)および白がゆ@に近い粘性を示す試料も得られた.試料

は長時間冷却しでも安定した粘性を示した.したがって，今回試作した試料は，粘性の変化はほとん

どなく，作り置きが可能であることが示唆された.

3. エックス線テレピにて，健常者における試料の造影効果と礁下動態を観察した.試料の造影効果は良

好で，一連の明言下動態を明瞭に観察できた.

4. 試料を用いた健常者における礁下時舌骨上筋群の筋活動を観察した.試料の粘性や礁下量が増加する

と，食塊の形成から奥舌部への送り込みまでの時間が延長したり，一塊として飲み込むのが困難であ

ることカ fわ治、った.

したがって，膜下機能が低下している礁下障害者を検査する場合は，試料の形状および膜下量に十分注

意して検査する必要があると考えられた.

以上のことより，今回試作した試料は喋下機能検査食として有用であると示唆される.

I. 緒言

近年，摂食・礁下障害のリハピリテーションが盛んに

行われるようになってきた 1) 明記下動態に不調和を生じ

た摂食・燃下障害においては，食塊の性状に応じて膜下

しにくさが変化し，しばしば誤鳴を伴う危険性がある.

一般に，摂食・礁下障害者にとっては液体が最も誤燃

しやすく，ある程度トロミのあるもの，いわゆる粘調度

の高いものの方が食べやすいことが知られている 2， 3)

そのため，礁下食用の増粘剤が数多く開発されへ膜下

訓練や検査に応用されているの.

礁下動態の検査には得られる情報量の多いピテオ礁下

造影法 6) が有用である.検査試料としては，バリウム溶

液，固形造影剤および増粘剤に造影剤を加えた食品など

が用いられている 2， 7-10) しかし，検査試料は，作製法，

調整法および作製後の保存状態など問題点および改善す

べきが点が多く，また基準とすべき健常者の検査試料膜

下時の動態についての報告は少ない.

そこで，今回我々は，操作性に優れ，粘性の調整が容

易なムースアップ島(メツクスジャパン社製) (以下 MU
とする)と，造影弗!として汎用されているパリトップ@

120 (カイゲン社製)を使用した喰下機能検査食を試作

し，物性，造影性，および健常者の膜下動態について，

筋電図法およびエックス線テレビ撮影法により検討した

ので報告する.

n. 材料と方法

1. 試料の作製法

増粘剤試料は，水と MU を基材とした.基材に造影剤 j

を含まない試料 a-9 と，造影剤を含む試料 A~G ，それ

ぞれ 7 種類，計 14種類を作製した.混和比を表 1 と表 2

に示す.なお，造影剤であるパリトップ⑧の混和比は予

備実験の結果から明確な造影効果を得られる最少量

(水:パリトップ =6: 4) とした.

試料の作製手順を以下に示す.
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表 1 試料の混和比

Table 1 Mixing ratio of test food

試 料 a b c d e g

MU(g) 4 5 6 7 8 9 10

水 (ml) 100

表 2 試料の混和比(造影剤含有)

Table 2 MÌxing ratio of test food
(Contrast medium content)

試 料 A B C D E F G

MU(g) 4 5 6 7 8 9 10

水 (ml) 60

バリトップ(ml) 40

1) 水に所定量の MU を加え，均ーになるまで，約 30秒
から 60秒，手動にて撹排した.

2 )造影剤を含む試料では，水と MU が均ーになった後，

ノT リトップ @120を加えて撹排した.

3 )最後に市販のシュガーシロップ少量とバニラエッセ

ンス 1~2 滴を加え，軽く撹祥した.

2. 粘性の測定

作製した検査試料について食品の物性 111 のー要素であ

る粘性を測定した.本研究では粘性の指標として調度試

験を行い，試料の広がりを測定した 12) 各試料 10ml をシ

リンジにてプラスチックキ反 (lOcm X lOcm X 3cm ， 35.2g)

の中央に注出し，その上にプラスチック上板 (lOcmX

10cmX2cm ， 23.0g) を静置した. 3 分後，円状に広が

った試料の直径を 2 カ所で測定した.測定は常温および

11"( に設定した冷蔵庫で 1 時間冷却した後 13) に，各試料

3 回ずつ行った.また，対照実験として，実際の膜下訓

練の初期に使用されることの多いヨーグルト(ブルガリ

アヨーグルト@，明治乳業)とかゆ(白がゆ@，味の素)

について測定した.さらに，造影剤を含む試料の一部

(B， C， D， E ， Fの 5種類)については，室温 11"( の冷

蔵庫にて保存冷却し，それぞれ 1 ， 2 ， 4 および 8 時間

後の粘性の経時的変化を測定した.

3. 試料喋下時の造影効果の観察

顎口腔機能に異常を認めない被験者(男性 l 名， 46歳)

175

表 3 被検食品

Table 3 Test food

試料 畷下量 (ml)

8 2 司 5， 10

C 2， 5， 10

E 2 司 5

G 2， 5

に造影剤を混和した試料である B (MU 含有量 5g) ， C
(MU含有量 6 g) のそれぞれ 5ml およぴ flOml を 1 回で鴨

下するよう指示し，エックス線テレビ撮影装置(シーメ

ンス社製マルチパルス特注 C アーム型 MULTI-SKOp@)

にて，制斗の造影効果と膜下動態を観察した.

4. 舌骨上筋群の表面筋電図の導出

顎口腔機能に異常を認めない成人(男性 5名，平均年

齢25.6歳)を対象とした.

被験食品として造影剤含有試料 B ， C， Eおよび G (M

U含有量 5 g， 6 g， 8 gおよび "10g) の 4 種類を用いた.

燃下実験の場合，鴨下指示前に被験者が試料を舌上

部に保持するタイプと，口腔底に保持するタイプがある 15)

今回は，データのばらつきができるだけ少なくなるよう

考慮して，口腔底に保持するタイプに統ーして実験を行

った.被験者には，所定量の試料(表 3 )をシリンジに

て口腔内に注入し，そのまま口腔底に保持させ，ランプ

が点灯した時点で試料を舌ですくい，食塊を形成し， 1
回で礁下するよう指示した.実験は同種問量の試料につ

いて各 3 回行った.

双極表面電極(電極間距離 15mm) を舌骨とオトガイ

部との中央部に顎二腹筋の走行に平行になるようオトガ

イ下部皮膚上に貼付し，舌骨上筋群の筋活動を導出した.

筋活動は生体用アンプで増幅し，オシロスコープでモニ

ターしながらデータレコーダーに収録した.

m. 結果

1. 試料の作製法

造影剤(パリトッフ引を含む試料の作製に際しては，

水と MU を混和し均質になった後，造影剤を加えた場合

に最も均質な試料が得られた.

2. 粘性の測定

常温時におけるそれぞれの試料の直径を図 l に示し
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Fig. 1 Differences ind viscosity between test
foods with and without contrast medium
at ordinary t巴mperature

Fig. 3 Coolingeffects on the test food with con-
trast medium in viscosity
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1時間冷却後でも，常温時と同様に，造影剤を含む試

料 (B~G) でも，造影剤を含まない試料 (a--g)でも， MU

含有量が増加するにしたがって試料の直径は減少した.

造影剤を含む試料は含まない試料と比較すると直径の変

化率が大きかった.

対照実験として行った明治ブルガリアヨーグルト@

(明治乳業)の直径は， 5.7cm ，白がゆ@ (味の素)の直

径は 4.7cm であった.ヨーグルトは試料 B (MU 含有量

5 g，造影剤含有)と試料 C (MU含有量 6 g，造影剤含

有)の中間値，自がゆは試料 C に相当した.

図 3 は造影剤含有試料を長時間冷却した時の直径変化

を示したものである.その結果，長時間冷却しでも試料

B (MU含有量 5 g) の場合を除いて，試料の直径には

た.造影剤を含まない試料 (a--g) では， MU含有量が増

加するにしたがって試料の直径は減少した. MU含有量

が少ないときには，直径は急激に変化し，含有量が多く

なると，緩徐な変化を示した.

試料 A (MU 含有量 4 g，造影 ~J含有)の直径はプラ

スチック板の大きさ (10cm X 10cm) 以上̃に広がった

(*) .それ以外の造影剤を含む試料 (B ~G) では，造影

剤j を含まない試料 (a--g) と同様に MU 含有量が増加する

にしたがって試料の直径は減少した.造影剤 j を含む試料

は含まない試料と比較すると直径の変化率が大きかっ，

た.

1時間冷却後の直径変化を図 2 に示す.試料 A (MU
含有量 4g ，造影剤含有)の直径はプラスチック板の大

きさ (10cmX 10cm) 以上に広がった(* ).

4
図 4 試料の造影効果(口腔相)

Fig. 4Contrast characteristics of the test food
observed through a videofluorograhpic
image of the oral phase of deglutition
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可

4
図 5 試料の造影効果(咽頭相)

Fig. 5 Contrast characteristics of the test food
observed through a videofluorograhpic
image of the pharyngeal phase of degluti-
tlOn

著明な変化は認められなかった.

3. 試料嚇下時の造影効果の観察

健常者における試料 B (MU 含有量 5g) ， C (MU 含

有量 6g) の造影効果を図 4 (口腔相) ，図 5 (咽頭相)

に示す.一連の明言下動作において，造影性は良好で MU

含有量を変化させても影響を受けないことが確認され

fこ.

4. 舌骨上筋群の筋電図の測定結果

図 6 はランプが点灯した時点(企)で謝特舌ですく

い，食塊を形成し， 1回で礁下するよう指示した時の舌

骨上筋群の筋電図測定結果の 1例を示す.

機下の開始の指示にやや遅れて舌骨上筋群に不安定な

がら持続する筋活動が生じた.この筋活動が一時休止な

いし減弱した後，大きなパーストが認められた.今回は

筋活動の時間的変化に着目して計測を行った.はじめの

不安定な筋活動の開始時点を 51 ，休止時点を E1 とした.

またパーストの開始時点を 52 ，終了時点を E2 とした.

なお El と 52が明確に区別できない被験者については，

舌骨上筋群の筋活動が最小となる時点を E1および 52 と

して計測した.持続する不安定な舌骨上筋群の筋活動は

試料を舌ですくって食塊形成をし，奥舌に移送する動作

を示し，パーストは礁下反射により生じた舌骨上筋群の

活動であると判断した.

ランプが点灯してから被験者が反応して舌骨上筋群に

筋活動が生じるまでの時間 (51) ，舌が試料をすくいと

り奥舌へ移送する時間 (El-51) ，明記下反射に伴う舌骨

上筋群のパースト持続時間 (E2-52) ，舌骨上筋群に筋

活動が生じてから礁下反射によるパーストが終了するま

図 6 燃下時舌骨上筋群の筋電図の l 例

Fig. 6 8ample of EMG activity in the suprahyoid
muscles during swallowing

での時間 (E2 - 51) についてそれぞれ計測を行った

(表 4).
1) 81

51は非常に短く，被験者のばらつきも少なかった.

計測値は謝斗の粘性ないし礁下量が変化しでも著明な変

化は認められず，約 0.4秒前後で安定しでいた.

2) El-51

El-51 は51 と比較すると有意に長く，ぱらつきも大

きかった.筋活動時間は試料の粘性ないし礁下量の増加

に伴って延長する傾向を示した.しかしながら，試料 G
(MU 含有量 10g) の 5ml 鴨下の計測結果は試料 C (MU
含有量 6g) および試料 E (MU含有量 8 g) と比較して

短かった.

表 4 舌骨上筋群の筋電図計測値(秒)

Table 4 EMG activity of suprahyoid muscles (sec)

畷下量品 試料 81 E1・81 E2・82 E2・81
平均 80 平均 80 平均 80 平均 80

2ml 5g B 0.52 0.20 0.98 0.33 0.75 0.32 1.77 0.60
6g C 0.38 0.12 1.19 0.40 0.78 0.33 1.97 0.67
8g E 0.35 0.10 1.53 0.82 0.81 0.49 2.54 1.18
lOg G 0.38 0.13 1.73 1.33 0.82 0.38 2.15 0.81

5凶 5g B 0.41 0.10 1.10 0.42 0.78 0.27 1.90 0.44
6g C 0.36 0.12 1;42 0.71 0.84 0.29 2.30 0.81
8g E 0.46 0.20 1.69 0.89 0.76 0.31 2.50 1.15
lOg G 0.53 0.20 1.32 0.57 1.06 0.60 2.45 1.09

lOml 5g B 0.42 0.18 1.38 0.86 0.71 0.16 2.10 0.98
6g C 0.30 0.07 2.07 1.05 0.93 0.46 2.90 1.47
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3) E2-S2

E2-S2 は， Sl と比較するとわずかに長いが， E1-S1
と比較すると有意に短く，ぱらつきも少なかった.計測

値は試料の粘性ないし鴨下量が変化しでも著明な変化は

認められず，約 0.8秒前後で安定していた.なお，試料

G (MU 含有量 10g) の5ml礁下の計測結果は，やや長い

傾向を示した.

4) E2-S1
E2-S1 は，ぱらつきが大きく，しかもそれぞれの膜

下量において試料の粘性が増加するとそのばらつきも大

きくなる傾向にあった.筋活動時間は，試料および礁下

量が増加するにしたがって延長する傾向を認めた.

1V. 考察

1. 試料の作製

赤羽ら 21 によると，礁下困難な患者にはある程度軟か

く，しかもまとまりのある食品が好ましいとされ，また

伊藤ら川は，明者下障害で経口摂取しやすい食物の特徴は

トロミのあるものと報告している.そのため，膜下食用

の増粘斉 IJ が数多く開発されへ礁下訓練や検査に応用さ

れている.

明者下機能検査食には，造影剤を混和した液状および固

形状の食品が数多く用いられている.稲木ら 91 は，固形

状の試料では，液状の試料で診断できなかった異常が観

察されたと報告している.そして，その理由・として，固

形造影剤は礁下に負荷を与え， bolus (食塊)推進力，

礁下反射の動態を反映するので，軽微な礁下異常の検出

に有用であると考察している.これまでに固形造影剤と

しては，近藤らのバリウム寒天へ稲木らのバリウムパ

ンへ木村らのゼリー食の素川など多数が報告されてい

る.しかし，固形状の試料の中には，誤燃や咽頭残留と

いった危険性もある 161 そこで，今回我々は，増粘剤の

一つで操作性に優れ，粘性の調整が容易な MU と水を基

材とし，それに造影剤!として汎用されているパリトッフゆ

120を混和した鴨下機能検査食を作製した.

作製方法は混和の手順が重要であった. MU に水を加

え撹祥し，均質になった後，造影剤を加え撹枠する方法

が，最も均質な試料となった.

膜下の誘発を容易にするためには，味や香りといった

要素も重要である.一般に，かすかな甘味または酸味，

そして香りのある食品が礁下しやすいとされているは 17\
そこで今回試作した試料には，最後に市販のシュガーシ

ロップ少量とバニラエッセンスを加えることにより，か

すかな甘味と香りつけを行った.また，礁下反射は甘味，

香りのほかに体温との適度な温度差がある方が(例えば

10"C 前後ないし 60'C 前後) ，誘発されやすいことが知ら

れている 41 そこで，今回の膜下実験では実際の患者の

鴨下機能を検査する際に冷やして使用することを前提と

して， 11 'c に設定した冷蔵庫で冷却した際の試料の物性

への影響を調べた.

礁下障害にアプローチするうえで，試験食品には「食

べやすさ」を客観的に示す指標が求められる日 1 このた

め今回，我々はテクスチャーの指標のーっとされている

粘性に着目し，その測定を行つ}た.粘性とは食品の流れ

に対する抵抗であり，この測定から試料の口腔内および

咽頭内での流れやすさが推測される.実際には，試料の

広がりを測定する調度試験を行った.正確に粘調度を測

定するには， 2枚のプラスチック板の間の高さの測定も

必要であるが，その高さは非常に微小で A あり測定が繁雑

になる.そこで実際の食物との比較が容易になるように

複雑な装置を必要としない直径のみを測定した.

その結果，造影剤を含まない試料と造影剤を含む試料

はともに MU含有量が増加するにしたがって試料の粘性

は増加する傾向を示した.また， MU 含有量が少ないと

きには粘性は含有量に応じて，急激に変化し，含有量が

多くなると緩徐な変化を示した.造影剤を含む試料は造

影剤を含まない試料と比較すると MU含有量の増加に伴

い粘性の変化率は大きくなる傾向を示した.この粘性の

急激な変化の原因には，造影剤が大きく関与していたと

推察される.

測定結果から，試料の MU含有量を変化させることに

より，例えば液状，トロミ状，および固形状といったい

くつかの性状の異なる試料を作製できた.したがって，

本試料は， MU含有量を変化させることにより，目的に

応じた多様な性状の異なる試料を容易に作製し，応用で

きると考えられる.

また，検査試料はできるなら前もって調製し，長期保

存できることが望まれる.そこで，造影剤を含む試料を

1時聞から 8 時間， 11"c に設定した冷蔵庫で冷却した後

の粘性の変化も調べた.その結果より，長時間冷却しで

も造影剤含有試料は試料 B (MU 含有量 5 g) の試料を

除き，いずれも終始安定した粘性を示した.

したがって，今回試作した試料は，粘性の変化はほど

んどなく，作り置きが可能であることが示唆された.し

かし，調製から 3 日，L:J~の試料は MU と造影剤が分離す

る場合があったので注意が必要である.

伊藤ら叫によると，嘆下障害者の経管栄養から経口摂

取への移行期においてヨーグルトは第 l段階目の食品と

されている.そこで，日常食されている増粘性食品とし
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てブルガリアヨーグルト@および白がゆ@の粘性を測定

し，今回作製した試料との比較を行った.

その結果，本試料からはブルガリアヨーグルト@およ

び白がゆ⑪とほぼ近似の粘性を示す試料が得られた.ま

た， MU含有量を増加させることにより伊藤ら川の礁下

障害者の経管栄養から経口摂取への移行期における第 2
段階および第 3段階といった軟食に相当する試料も容易

に作製することができるので，本試料は，経管栄養から

経口摂取への移行期の患者の膜下訓練食として有用で，

礁下評価の検査試料として利用できることが期待され

る.

2. 本試料の礁下時造影効果の検討

礁下動態の検査には得られる情報量の多いピデオ礁下

造影法が有用であることが知られている 6 )

今回の実験では被験者に造影剤を混和した試料を 1回

で礁下するよう指示し，エックス線テレビ撮影装置(シー

メンス社製マルチパルス特注 Cアーム型 MULTI-SKOP 刊

にて，試料の造影効果と膜下動態を観察した.その結果，

健常者における試料の造影性は概して良好で， MU 含有

量を変化させても影響を受けないことが明らかとなっ

た.

今回使用したエックス線テレビはきわめて被曝量が少

ない装置である 18) 本装置と膜下機能検査食との併用は，

誤腕の有無，鴨下異常のタイプおよび鴨下可能な粘性の

程度等の診断に適した方法であると考えられた.

4. 舌骨上筋群の表面筋電図の測定

エックス線テレビ撮影装置にて，試料を用いた暗黒下時

の造影効果を観察したところ，試料の造影効果は良好で，

終始明僚な礁下動態が観察された.しかし，エックス線

被曝は可及的にさけたいところである.

礁下運動に関与する筋群の収縮状態や活動パターンを

臨床的に評価する検査法としては各筋群の活動電位を記

録できる筋電図検査法が最も有効な検査法であると考え

られる 19) 検査法には，舌骨上筋群に電極を経皮的に刺

入し筋活動を導出する方法則もあるが，本研究では，検

査法が簡便で、かつ被験者にも違和感の少ない表面電極 16)

を用いて健常者における本試料の礁下時筋活動を観察し

た.

その結果は以下の様であった.

鴨下の開始の指示にやや遅れて舌骨上筋群に不安定な

がら持続する筋活動が生じた.この筋活動が一時休止な

いし滅弱した後，大きなパーストが認められた.持続す

る不安定な舌骨上筋群の筋活動は，試料を舌ですくって

食塊形成を行い，奥舌に移送する動きを示し，その後の

大きなパーストは礁下反射により生じた舌骨上筋群の筋

活動であると考えられた.今回は筋活動の時間的変化に

着目して計測を行った.なお， 1回に口に含み，一度に

膜下しやすい量は少なくてもティースプーン 1杯 (3~
5 m!) ，健康成人の最高量で、カレースプーンすり切り l
杯 (8 ~ 10m!) であるとされている 4 ， 13) 本実験での試

料の礁下量は 2 m1 ， 5 ml ， 10ml に設定した.実験中，

MU 含有 8g ない L.lOg といった，粘性が大きくかっ固形

状の試料 10ml をー塊として膜下することは非常に困難

であったため，計測および検討は行わなかった.

1) Sl

ランプが点灯してから，被験者が反応して，舌骨上筋

群に筋活動が生じるまでの時間 (Sl) は， MU 含有量，

すなわち粘性や礁下量に影響されないことが明らかとな

った.このことより，健常者ではランプ点灯後の反応は

速しかっ被験者間でのばらつきは非常に少ないと言え

る.しかしながら，神経筋機構に異常を伴う礁下障害者

においては，随意性の運動の開始・制御が不良であるこ

とから反応が遅くなったり，被験者によりばらつきも大

きくなると予想される.

2 )E1-S1

舌が試料をすくいとり，奥舌部へ移送する時間

(E1-sl) は，ランプが点灯してから被験者が反応して

舌骨上筋群に筋活動が生じるまでの時間 (S}) と比較

すると，有意に長く，値はばらついており，試料の粘性

ないし礁下量の増加にともなって延長する傾向を示し

た.例外的に MU 含有量 10g (粘性が最も大きく軟食に

相当)の試料 5ml 喉下の計測結果は， MU 含有量 6g
(白がゆ世に相当)や MU 含有量 8 g (粘性が大きく固形

状に近い状態)と比較して短くなった.これはー塊とし

ての城下がやや難しく， 2回に分けてしまう被験者がい

たためと考えられた.

試料の粘性が増加すると，舌および口蓋における試料

の付着性が増加し，奥舌部への移送に時間を要する.ま

た制斗の膜下量が増加すると，試料を舌ですくい食塊を

形成する時間の延長と奥舌部への移送に努力性の膜下が

生じると考えられる.

今回の結果より，健常者においても，試料の燃下量が

5 ml (ティースプーン l 杯よりやや多め)以上でかつ

MU 含有量 6 g (白がゆ@に相当)よりもす占性が大きくな

ると，試料を舌ですくい，食塊を形成し，奥舌部への移

送に時間を要すると思われた.したがって，鴨下障害者，

とくに舌の動きが悪い患者においては， 1回の礁下量を

ティースプーン l 杯までとし， MU 含有量 6g (白がゆ⑧

に相当)までといった比較的流動性の良いものを食品と

して選択する必要があると考えられた.
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3) E2-S2

鴨下反射に伴う舌骨上筋群のパースト持続時間

(E2-S2) は，非常にばらつきが少なく，試料の粘性な

いし鴨下量が変化しでもほぼ一定であった.なお， MU
含有量 10g (粘性が最も大きく軟食に相当)の試料 5ml
礁下の測定結果はやや長い傾向にあった.これは膜下が

努力性に行われているため，舌骨上筋群に緊張性の発火

が生じ，パーストの開始および終了が明確にできなかっ

たためと考えられた.

健常者においては，試料の粘性ないし膜下量が変化し

でも膜下反射に伴う舌骨上筋群の筋活動時間には大きな

変化はなかったが，鴨下量が 10ml の時や試料が固形状

になるとー塊として咽頭への送り込みが努力性に行われ

たり， 2回に分けて膜下する被験者も中にはいた.

膜下機能が低下している膜下障害者では，明言下量や粘

性が増加すると，試料をー塊として咽頭へ送り込むこと

が困難となり，その結果，一部試料が口腔内に残留した

り，喉頭蓋谷や梨状禽に残留し誤礁につながる可能性も

あるので，検査時には試料の粘性，量を考慮、して使用す

る必要があると考えられた.

4) E2-S1

舌骨上筋群に筋活動が生じてから礁下反射によるパー

ストが終了するまでの時間 (E2-sl) は，ぱらつきが

大きくしかも試料の粘性が増加すると，そのばらつきも

大きくなる傾向にあった.また筋活動時間も試料の粘性

ないし明言下量が増加するにしたがって延長した.この延

長は S1と E2-S2 がほぼ一定であったことから E1-S1 の

延長によると考えられた.

すなわち，健常者における礁下時舌骨上筋群の筋活動

を観察したところ，ランプが点灯してから被験者が反応

して，舌骨上筋群に筋活動が生じるまでの時間と礁下反

射に伴う舌骨上筋群のパースト持続時間は，制斗の粘性

や礁下量が変化しでも，ぱらつきが少なくほぼ一定であ

った.舌が試料をすくいとり奥舌部へ移送する時間すな

わち食塊の形成から咽頭への送り込みまでの時間は，試

料の粘性や膜下量が増加すると延長する傾向を示した.

近年，礁下食用の増粘剤が数多く開発され，礁下訓練

や検査試料に応用されている.増粘剤は口腔内で食塊を

形成しやすく，一塊としてスムーズに喋下でき，誤礁し

にくい食品である.しかし，今回の実験で健常者におい

ても，明者下量が 10ml 以上の場合や試料の粘性が増加し

固形状になると，食塊を形成し口腔内の移送に時間を要

したり，一塊として飲み込むことが困難であることがわ

かった.したがって，礁下機能が低下している礁下障害

者を検査する場合は，まず試料の性状として，粘性の小

さいヨーグルト状 (MU 含有量 5g 程度)のものから，

また膜下量としてはティースプーン 1 杯 (3 ~ 4 mI)

から始め，徐々に粘性および礁下量を増加させ，試料の

口腔内残留，喉頭蓋谷や梨状寓における残留や誤礁に十

分に注意して検査する必要があると考えられる.

v. 結論

1. ムースアップ畳，パリトッフ吻，水を材料として，膜

下機能検査食を試作した.

2. 食品の物'性の一つの要素である粘性の測定を行った.

試料のムースアッフゆ含有量を変化させることによ

り，液状，トロミ状，固形状といった性状の異なる

試料を作成できた.膜下訓練食として利用されてい

るブルガリアヨーグルト@および白がゆ@に近い粘性

を示す試料も得られた.試料は長時間冷却しても安

定した粘性を示した.したがって，今回試作した試

料は，粘性の変化はほとんどなく，作り置きが可能

であることが示唆された.

3. エックス線テレピにて，健常者における試料の造影

効果と即時下動態を観察した.試料の造影効果は良好

で，一連の腕下動態を明瞭に観察できた.

4. 試料を用いた健常者における膜下時舌骨上筋群の筋

活動を観察した.試料の粘性や膜下量が増加すると，

食塊の形成から奥舌部へ送り込む時聞が延長した

り，一塊として飲み込むのが困難で、あることがわか

った.

したがって，礁下機能が低下している膜下障害者を検

査する場合は，試料の性状および礁下量に十分注意して

検査する必要があると考えられた.

以上のことより，今回試作した試料は鴨下機能検査食

として有用であることが示唆される.

稿を終えるにあたり，本研究に種々ご指導，ご助言いただき

ました新潟大学歯学部生理学教室の皆様，ならびに実験の被験

者の皆様に心より感謝の意を表します.

本論文の要旨は日本顎口腔機能学会第 12回学術大会(平成 9

年 3 月29日，新潟)において発表した.
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